＜書評＞ Cockcroft, Eva Sperling and Holly Barnet-Sanchez eds., Signs from the Heart : California Chicano Murals., Social and Public Art Resource Center and University of New Mexico Press. 1990, (サインズ・フロム・ザ・ハート:カリフォルニアのチカーノ壁画) by 熊谷, 高秋
Osaka University
Title
＜書評＞ Cockcroft, Eva Sperling and Holly Barnet-Sanchez
eds., Signs from the Heart : California Chicano Murals., Social














Social and Public Art Resource Center and 
University of New Mexico Press. 1990 
Bar政eトSanc盈ez eds. 

















































































































































































































































































































































スでは壁画制作の減少 見られた。独学 作家たち 大部分はリタイアーし、
プロの作家たちも壁画以外の方法に日を向け始めた。吋。



























































された宅〉列。(社会公共芸術リソースセンタ )が重要である。ロサンゼルス市文化事業部の専鶴アーティ ト してスタ トしたジュディス・パカは、
コミュニティでの美術教育に携わり、対立す
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堅商として注目されてきた。セサル・チャベス通りとソト通りが交わるボイルハイツの街業地以一に位援するこの援闘には、コワlド(物語詩をバラードにのせて歌うメキシコの歌謡)を奏でる地元のミュージシャン、食事す 家族、 ンスを踊る新婚カップルなどが幻像的に捕かれており、メキシコ系住民の日常の文化的側耐を司被化し 。日中多くの買い物客でにぎわ
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ト)に及んだ。こ プロジェクトにはさまざまな民族築関出身の宕者や芸術家、コミュニティの住民が参加し、壁画にはふ八恐慌、アメワカン・インディアン同化政策、第二次大戦下 臼系人収容などが記録峡閥的に描かれていった。このプロジェクトはそ 後も進行し、
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